
startSearch_body

SSB (状態判定本体）

startSearch_level2

SSL2 （仮置き）

1.2 searchPossibility

《SP》 (可能性サーチ）

2.1  makeExclusiveSet

（排他セットの検索）

2.2 makeDeterminedSet

（確定セットの登録）

1.1 startSearch 

（状態判定）

trySearch

TS （再帰試行）

再帰

カウント

増減

単一になるか

又は不定不能

まで。

再帰レベルを

チェック。

再帰先コンテキスト変数（正副）を準備。

仮置き可能な

マスを順に取り

上げる。

<結果判断>により

次のマスに進む

必要がなくなれば

終了する。

3変数7ステー

タスを初期化。

リカーシブコンテキスト

を準備。

<結果判断>：

再帰先の3変数7ステータス

を元に再帰元の3変数7ス

テータスを設定する。また、

次のマスに進む必要が

あるかどうか判断する。

再帰元の確定セットリストを

設定する。

説明書の表1による。

正及び副

再帰先コンテキ

スト変数 を解放。

完了（又は不定不能）

まで試行を進める。

リカーシブコンテキスト

を解放し、成功の場合は、

先頭の単一確定セットを

確定セットリストに追加

して呼び元に引き継ぐ。

①－１

①－2

①－3
仮置き

orderを

拡大

StepCtr  ++ （検証用）

Row/Col/Box
説明書（１）

のケース

説明書

（２）（３）（４）

のケース
Row/Col/Box

三重ループのうち、

可能性が残って

いるものについて。

（確定セットが見つかるか

又は不能まで。）

StepCtr = 0 (検証用)

sub1abc

sub234

3変数5ステー

タスを初期化。

そのままの

order
makeDeterminedSet_body

(確定セットの登録本体）

単一確定セットが見つかるたびに

呼び元にリターンする。

・引数：コンテキスト変数

・リターン値：なし（＊１）

確定セットが見つかるたびに

呼び元にリターンする。

・引数：コンテキスト変数

・リターン値：可能性が除外

されたらtrue。（＊１）

可能性除外ごとにコールされる。

・引数：可能性除外されたマス番号及び数字順、

コンテキスト変数

・リターン値：なし（＊１）

排他セットごとにコールされる。

・引数：排他セット、コンテキスト変数

（同一のマス番号及び数字順で繰返し

コールされることがある。）

・リターン値：なし（＊１）

①-1が不定で終了したとき

コールされる。

・引数：再帰元コンテキスト変数

・リターン値：仮置きが成功

したらtrue

・呼び元に返す3変数7ステータ

スは、再帰元のものである。

・仮置きが成功したときは、

単一確定セットをリスト先頭

に付加してリターンする。

・なお、完了ステータスは発生

しない。

仮置きマスごと・正副ごとにコールされる。

・引数：仮置きマス番号及び数字順、正副フラグ、再帰先コンテキスト変数

（TSは、SSL2の内部サブなので、SSL2の変数にはアクセスできる。）

・リターン値：なし

・コンテキスト変数としては、<再帰元><再帰先>の両方を持つ。

・<再帰元>は、呼び元のSSL2と共用であり、TSでは参照だけである。

（変更は、SSL2の<結果判断>で行う。）

・<再帰先>は、SSL2が変数を準備し、本functionが内容を変更する。

数独解法プログラムのプログラム構造

・アルゴリズムの詳細は、 説明書（「数独の解法」）で説明 している。

・太枠の４つのfunctionは、説明書でいう「代表function」である。

その番号は、説明書の記述の項番1.1から2.2に対応している。

・SSB、《SP》、SSL2、TSは、これらのfunctionの略号である。

この略号は、ソースプログラムの中のコメントでも使われている。

このうちSSB、SSL2、TSは、1.1の「主要サブfunction」である。

・この図は、自由に引用していただいて差支えない（直接の商業目的を

除く。）。その際には、一報いただくとともに、潮 哲也が開発 した解

法であることをクレジットしていただきたい。

Copyright（C)2020, 2021,2022 Tetsuya Ushio

現在の確定セットに

照らして可能性が

除外されるとき：

（ただし、不能となることが

分かっている場合を除く。）

作成したeSetに含まれ

ない数字を一つ追加

してみてサーチを行う。

作成したeSetを検査し、

dSetの候補になるか

どうか確認する。

盤面をDSetListに

初期登録。

完了又は

不定不能

まで。

返された確定セットが

単一確定セットだった場合

は、さらに完了かどうかを

判定する。
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本来はここでも3変数7ステー

タスを初期化するべきだが、

実際には処理に影響する

ものを個別にセットしている。リカーシブコンテキスト

（変数を含む）を準備。

リカーシブコンテキスト

（変数を含む）を解放。

繰返し（＊２）繰返し

繰返し 繰返し

条件判定

繰返し（＊２）

繰返し

繰返し

描画

ボタンイベント

のハンドラ

orderが5以上の場合、

4以下で置き換える。

（注）

盤面、可能性リスト、確定セットリスト、

3変数及び7ステータスの13個の情報を

リカーシブコンテキストといい、それを

格納する変数をコンテキスト変数という。

Start

登録しようとする確定セットごとに

コールされる。

・引数：確定セット（指定確定セット）

コンテキスト変数

・リターン値：なし（＊１）

(Goボタンの場合）

副のとき：

退避されたリスト

から単一確定セット

を返す。

正のとき：

最初に完了ステータスに

達した時の確定セットリストを

退避する。

以前の呼出しで

仮置きによって

完了ステータス

に達しているとき：

そうでないとき：

コンポーネント： 「１．可能性サーチの実行とその結果に基づく状態判 コンポーネント： 「２．排他関係の調査と確定セットの新規登

繰返し
既存確定セットごと

指定確定セット

を登録する。

指定確定セットに包含されるとき：

指定確定セットを包含するとき：

指定確定セットと同じとき：

条件判定（各既存確定セット）

リターン

リターン

リターン

二つの確定セット

（数字を仮に

確定させる。）

（可能性を仮に

除外する。）

（＊２）：

これらの繰返しは、ループではなく、

Row/Col/Box、正副等に対応して

プログラムが繰り返して記載されている。

（＊１）：

これらのfunctionでは、単一確定セットが

見つかった場合は、そのRow/Col/Numを3

変数にセットして返す。

（指定－既存）

繰返し（＊２）

繰返し（＊２）


